

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Before Fishing Communities: 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（（ 北湊浦 和歌山県有田市港町 ― 【北湊】有田川河口右岸に位置する。
表 1　紀州浦方の近世と中世
134
























































































































































































































































































































遊木浦 三重県熊野市遊木町 ― 【遊木】熊野灘に面する新鹿湾の東部、遊木川下流域に位

















須野浦 三重県熊野市須野町 ― 【須野】東は熊野灘に面し、楯ケ崎の北、神須ノ鼻の南の
小湾に位置する。天正以前に塩焼が開始されていたらし
く、塩釜跡に焼石などが残存していた。
（（ かちか浦 三重県尾鷲市梶賀町 ― 【梶賀】熊野灘のうち賀田湾南岸に位置する。南背後は山がせまり、山裾のわずかな平地に人家が密集する。
137
論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
番号 近世浦名 現行政地区名 中世所領名 立地＊『角川日本地名大辞典』（0 和歌山県、（（ 三重県より引用
（0
曽禰浦 三重県尾鷲市曽根町 ― 【曽根】熊野灘のうち賀田湾南岸に位置する。城山北麓に
ひらけた段丘上に耕地が広がり、海岸付近に集落が密集す
る。
（（ 加田浦 三重県尾鷲市賀田町 ― 【賀田】熊野灘のうち賀田湾の南西岸、古川流域の平地に位置する。



















（（ さかり松 三重県尾鷲市盛松 （牟婁郡）三木荘 【盛松】熊野灘のうち賀田湾東岸に位置する。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月日・神事 毛見郷の浦役 船尾郷の浦役 黒江郷の浦役 三葛郷の浦役
正月 （（ 日 蠣 （ 升許、海鼠 （0 許
（ 月～ （（ 月の毎月朔日 立 代 （00 文 ず つ ＝ 計 （ 貫（00 文→酒殿守請
（ 月朔日 藺引助成魚：上白冠方が納める
（ 月 （ 日 御荷前魚 （（
（ 月晦日 御供役 （00 文→上土師請 御供役 （（0 文→上土師
（ 月朔日 御供役 （00 文→大内人実房請
御供役 （（0 文→大内人実房
氏神御祭（（ 月上申日） 魚代 （00 文許
（ 月 （（ 日 御供役 （ 貫 （00 文→上白冠
珠津嶋御祭（（ 月撰吉日） 魚代 （ 貫文 鱧 （0
（ 月晦日 御供役 （00 文→下土師 御供役 （（0 文→下土師
（ 月 （ 日 小 鯛 （（（、干 魚 （0（御 供 所ノ別当）
魚 （00（編魚）
御田植（（ 月下旬撰吉日） 御供役 （00 文→大案主景家 御供役 （（0 文→大案主景家
（ 月晦日 御供役 （00 文→権内人守継 御供役 （（0 文→権内人守継
（ 月 （ 日 御供役 （ 貫 （00 文→上白冠
五上申（（ 月上中旬撰吉日） 小 鯛 （（（、干 魚 （0（御 供 所ノ別当）
（ 月 （（ 日 御供役 （00 文→火焼景安 御供役 （（0 文→火焼景安
三名方祭（（ 月下旬撰吉日） 魚 鱧 （0
佐那振申 御供役 （00 文→上土師
左上申 御供役 （（0 文→上土師
（ 月晦日 御供役 （00 文→下土師 御供役 （（0 文→下土師
（ 月 （ 日 小 鯛 （（（、干 魚 （0（御 供 所ノ別当）
（ 月 （（ 日 小 鯛 （（（、干 魚 （0（御 供 所ノ別当）
（ 月 （0 日 御供役 （00 文→下土師 御供役 （（0 文→上土師
（ 月 （0 日 御供役 （00 文→上土師 御供役 （（0 文→上土師
（ 月晦日 御供役 （（0 文→下土師
静火御祭（（ 月 （（ 日） 魚
（ 月 （（ 日 御供役 （00 文→上白冠
丹生大明神入御時（（ 月 （（ 日） 魚（請 物 有、米 （ 斗 （ 升 公文所下行）
藺引御祭（（0 月 （（ 日以前撰吉日）魚代 （ 貫文 用途 （00 文（鱧 （0 代也）
珠津嶋御祭（（0 月撰吉日） 魚代 （ 貫文
調庸御祭・夜（（0 月下旬撰吉日）魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤
氏神御祭（（（ 月上申日） 魚代 （00 文許
相嘗御祭御解除夜（（（ 月 （（ 日） 魚代 （00 文
（（ 月 （（ 日 御供役 （00 文→上白冠請
相嘗御祭大集夜（（（ 月 （（ 日） 魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤
相嘗御祭御解除夜（（（ 月 （（ 日） 魚代 （00 文
相嘗御祭大集夜（（（ 月 （（ 日） 魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤
注）『日前宮文書太神宮神事記』記載の浦役を一覧にした。神事の日程については、伊藤信明「日前・国懸宮の応永六年神事記に
ついて」を参照した。
表 2　日前宮領の浦役
　
海
部
郡
の
塩
津
浦
［
（（
］
と
下
津
浦
［
（（
］
は
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
浜
仲
荘
に
属
し
た
が
、
中
世
史
料
に
「
塩
津
浦
」
「
下
津
浦
」
の
浦
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
浜
仲
荘
は
摂
関
家
領
で
あ
っ
た
が
、
本
家
職
が
近
衛
家
か
ら
仁
和
寺
に
移
っ
た
後
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
に
南
方
・
北
方
に
下
地
中
分
さ
れ
、
南
方
は
領
家
の
仁
和
寺
・
金
剛
心
院
が
、
北
方
は
地
頭
の
湯
浅
氏
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
（
11
（
る
。
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
十
一
月
十
九
日
の
浜
仲
南
荘
惣
田
数
注
進
状
（
1（
（
写
に
は
「
三
反 
下
津
浦
堂
免
」
と
あ
り
、
「
下
津
浦
」
が
浜
仲
南
荘
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
湯
浅
党
の
一
員
で
あ
っ
た
貴
志
宗
朝
（
沙
弥
道
智
）
は
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）、
貴
志
朝
綱
に
対
し
て
所
領
を
ま
と
め
て
譲
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
譲
状
に
「
塩
津
浦
地
頭
職
」
が
見
え
、
「
塩
津
浦
」
が
地
頭
職
の
所
領
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
140
同
じ
で
、「
阿
多
和
村
役
五
六
両
会
」
と
い
う
熊
野
山
新
宮
の
神
役
が
抑
留
さ
れ
る
事
件
を
受
け
て
提
出
さ
れ
た
請
文
で
、
阿
多
和
が
熊
野
速
玉
大
社
に
対
し
て
神
役
を
果
た
す
「
村
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
そ
の
他
、
中
世
の
「
村
」
名
を
継
承
し
た
近
世
浦
と
し
て
は
、
海
部
郡
の
湊
浦
［
（
］
と
岡
町
［
（
］、
名
草
郡
の
鳥
居
・
藤
白
・
清
水
［
（0
］
の
う
ち
鳥
居
が
該
当
す
る
。
二
　
中
世
海
辺
部
の
交
通
・
生
業
・
開
発
　
紀
州
海
辺
部
の
中
世
に
お
け
る
所
領
編
成
は
「
浦
」
支
配
に
収
斂
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
海
辺
部
が
う
み
だ
す
産
物
や
営
み
は
多
様
な
制
度
的
枠
組
み
を
通
し
て
捕
捉
さ
れ
て
い
た
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
基
本
的
な
事
実
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
中
世
海
辺
部
の
特
徴
を
交
通
・
生
業
・
開
発
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
1
）
交
通
　
紀
州
に
お
け
る
海
辺
部
の
重
要
性
は
港
津
と
し
て
の
機
能
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
世
に
関
し
て
も
港
津
や
海
上
交
通
の
実
態
、
河
口
部
を
本
拠
と
し
た
熊
野
水
軍
の
広
域
的
な
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
中
世
紀
州
に
お
け
る
港
津
や
交
通
（
物
流
と
交
流
）
に
関
し
て
は
近
年
、
新
谷
和
之
氏
と
綿
貫
友
子
氏
が
論
点
整
理
を
行
っ
て
い
る
の
（
11
（
で
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
交
通
の
観
点
か
ら
み
た
中
世
紀
州
海
辺
部
の
特
徴
を
摘
記
し
て
お
き
た
い
。
　
第
一
の
特
徴
は
、
東
国
と
西
国
と
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
発
着
・
中
継
地
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
か
つ
て
網
野
善
彦
氏
は
、
賀
茂
社
領
紀
伊
国
紀
伊
浜
御
厨
に
属
す
る
久
見
和
太
供
祭
人
が
、
十
二
世
紀
末
に
「
板
東
丸
」・「
東
国
」
と
呼
ば
れ
る
船
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
船
が
紀
伊
半
島
を
回
り
、
東
国
、
板
東
に
い
た
る
航
路
を
活
動
の
舞
台
に
し
て
い
た
と
推
測
し
（
11
（
た
。
そ
の
後
、
矢
田
俊
文
氏
は
「
加
子
米
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
譲
状
で
は
「
黒
田
村
大
崎
地
頭
職
」
も
譲
ら
れ
て
い
る
（
11
（
が
、
こ
の
大
崎
は
近
世
の
大
崎
浦
［
（（
］
と
つ
な
が
る
地
名
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
大
崎
は
黒
田
村
に
属
し
て
い
た
が
、
塩
津
浦
と
同
様
、
地
頭
職
が
設
定
さ
れ
る
単
位
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
海
辺
部
所
領
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
牟
婁
郡
で
は
熊
野
那
智
大
社
の
旦
那
関
係
文
書
に
「
浦
」
地
名
が
散
見
さ
れ
る
。
那
智
之
か
つ
ら
［
（（
］
に
つ
な
が
る
地
名
は
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
十
一
月
十
一
日
の
旦
那
譲
（
11
（
状
に
記
さ
れ
た
御
師
の
名
前
「
葛
浦
左
衛
門
入
道
」
に
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
物
分
の
旦
那
と
し
て
上
総
国
・
摂
津
国
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
戦
国
期
に
作
成
さ
れ
た
年
未
詳
六
月
二
十
五
日
の
常
大
坊
旦
那
持
分
書
立
（
11
（
写
に
は
、
常
大
坊
が
紀
伊
国
に
も
つ
旦
那
職
の
一
つ
に
「
里
之
う
ら
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
近
世
の
里
之
浦
［
（（
］
と
一
致
す
る
地
名
で
あ
（
11
（
る
。
旦
那
関
係
文
書
に
現
れ
る
中
世
の
「
浦
」
は
、
所
領
単
位
の
よ
う
な
制
度
的
名
称
を
直
接
表
記
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、「
浦
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
場
所
を
明
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
6
）「
村
」
　「
加
子
米
究
帳
」
の
［
（（
］
多
・
栖
原
（
田
浦
・
栖
原
浦
）
は
、
中
世
史
料
に
は
「
湯
浅
庄
内
多
（
11
（
村
」、「
湯
浅
庄
巣
原
（
11
（
村
」、「
湯
浅
御
庄
湏
原
（
11
（
村
」、「
湯
浅
庄
内
栖
原
（
11
（
村
」
な
ど
と
見
え
、
湯
浅
荘
内
の
「
村
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
高
橋
修
氏
は
「
湯
浅
庄
の
う
ち
多
・
須
原
の
両
村
だ
け
は
、
湯
浅
氏
（
嫡
流
家
）
よ
り
分
割
譲
渡
さ
れ
た
須
原
氏
が
領
有
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
（
11
（
る
。
一
分
地
頭
職
の
所
領
単
位
が
「
村
」
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
・
須
原
の
両
村
は
湯
浅
湾
に
面
し
て
立
地
し
て
お
り
、
須
原
氏
は
海
辺
部
を
拠
点
と
す
る
在
地
領
主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
牟
婁
郡
の
阿
田
和
浦
［
（（
］
も
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
「
村
」
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
史
料
が
、
室
町
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
年
未
詳
十
月
二
十
八
日
の
法
眼
今
村
請
（
1（
（
文
と
同
日
付
藤
原
頼
氏
請
（
11
（
文
で
あ
る
。
両
文
書
の
内
容
は
ほ
ぼ
141
論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
海
辺
部
の
住
人
と
水
軍
（
海
賊
衆
）
と
の
関
係
を
如
実
に
物
語
る
話
が
、
軍
記
物
の
『
明
徳
（
11
（
記
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
二
月
、
大
内
義
弘
軍
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
紀
伊
守
護
山
名
義
理
が
、「
海
賊
ノ
梶
原
」
に
命
じ
、「
清
水
ノ
東
ノ
浦
」
よ
り
一
艘
点
じ
寄
せ
て
、
二
月
二
十
五
日
の
暁
に
「
干
潟
ノ
浦
」
よ
り
船
に
取
り
乗
っ
て
海
上
遥
に
漕
ぎ
出
し
、「
由
良
ノ
湊
」
に
到
着
。
そ
こ
で
義
理
ら
が
、
島
づ
た
い
浦
づ
た
い
に
も
鎌
倉
へ
参
っ
て
歎
願
す
る
か
、
備
後
の
方
へ
赴
き
美
作
に
入
る
か
と
内
談
し
て
い
た
の
を
聞
い
た
舟
人
た
ち
は
梶
原
に
向
か
っ
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
た
だ
一
日
・
二
日
召
さ
れ
る
べ
き
御
用
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
中
国
・
東
国
へ
召
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
の
船
一
艘
の
事
は
ど
う
に
か
な
る
が
、「
清
水
三
浦
ノ
者
共
」、
こ
の
船
一
艘
を
進
め
た
罪
科
に
よ
っ
て
親
類
妻
子
皆
こ
と
ご
と
く
道
狭
く
な
っ
て
、
長
く
牢
籠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
嘆
い
た
の
で
、
義
理
は
思
案
し
た
う
え
で
納
得
し
、「
由
良
ノ
湊
」
に
上
陸
し
た
、
と
い
う
。
　
こ
の
話
を
分
析
し
た
綿
貫
氏
は
、
以
下
の
五
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
紀
伊
守
護
の
求
め
に
応
じ
た
海
賊
梶
原
の
仲
介
で
同
国
冷
水
（
清
水
）
浦
の
大
船
が
水
主
と
と
も
に
雇
わ
れ
た
。
②
水
主
は
冷
水
浦
の
三
つ
の
浦
の
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
③
紀
伊
国
守
護
の
傭
兵
と
し
て
、
短
時
間
、
近
距
離
で
の
船
と
操
船
要
員
の
徴
用
は
そ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
④
冷
水
浦
の
住
人
は
本
来
廻
船
商
人
で
あ
り
、
備
後
や
鎌
倉
へ
の
渡
航
は
可
能
だ
が
、
⑤
梶
原
と
の
臣
従
関
係
は
な
く
、
自
ら
の
利
害
を
優
先
す
る
関
係
に
あ
っ
（
11
（
た
。
　
戦
時
に
水
主
と
し
て
動
員
さ
れ
る
浦
住
人
の
生
業
基
盤
が
廻
船
業
で
、
水
軍
領
主
と
は
従
属
関
係
が
な
く
、
自
律
的
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
綿
貫
氏
は
、
冷
水
の
廻
船
に
よ
る
遠
隔
地
商
業
が
実
際
に
存
在
し
た
支
証
と
し
て
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
に
冷
水
浦
住
人
後
藤
三
郎
等
が
薩
摩
新
田
神
社
（
現
薩
摩
川
内
市
）
の
執
印
配
下
の
者
に
船
や
積
荷
を
奪
わ
れ
た
事
例
を
挙
げ
て
い
る
（
11
（
が
、
軍
記
物
の
『
応
永
記
』
に
も
大
内
義
弘
の
分
国
で
あ
っ
た
和
泉
・
紀
伊
両
国
の
軍
事
的
優
位
性
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、「
堺
ノ
浦
、
清
水
ノ
浦
、
中
国
ノ
船
ノ
通
路
モ
其
便
り
可
究
帳
」
の
［
（
］
湊
浦
に
あ
た
る
湊
地
域
が
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
二
十
五
日
の
地
震
津
波
の
た
め
和
田
浦
鵜
ノ
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
住
民
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
、
和
田
浦
を
紀
伊
浜
御
厨
の
中
心
で
、
か
つ
港
湾
機
能
を
も
っ
た
地
域
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
（
11
（
る
。
一
方
、
和
田
浦
と
近
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
雑
賀
荘
内
の
紀
伊
湊
は
高
野
山
の
外
港
で
あ
り
、「
紀
伊
水
道
を
隔
て
て
四
国
東
北
岸
、
淡
路
島
南
岸
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
中
西
部
沿
岸
を
津
出
の
場
（
倉
敷
地
）
と
す
る
高
野
山
領
か
ら
の
貢
納
物
輸
送
船
」
が
紀
伊
湊
と
の
通
航
の
主
体
と
な
っ
た
と
さ
れ
（
11
（
る
。
以
上
の
事
実
な
ど
か
ら
綿
貫
氏
は
、「
紀
伊
湊
周
辺
は
東
海
か
ら
紀
伊
半
島
西
岸
を
経
て
瀬
戸
内
海
へ
と
結
ぶ
海
運
の
分
岐
点
」
と
評
価
し
て
い
（
11
（
る
。
紀
伊
湊
と
な
ら
ん
で
紀
州
西
岸
の
主
要
な
港
津
で
あ
っ
た
加
太
も
、
中
継
湊
・
寄
泊
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
。
山
本
賢
司
氏
は
十
六
世
紀
の
加
太
が
「
淡
路
・
四
国
へ
の
渡
海
基
地
、
こ
こ
を
船
籍
地
と
す
る
廻
船
活
動
、
あ
る
い
は
大
阪
湾
か
ら
紀
伊
水
道
を
抜
け
て
太
平
洋
（
そ
の
逆
も
）
を
航
行
す
る
他
所
船
の
寄
泊
、
も
し
く
は
中
継
点
の
機
能
を
保
有
し
て
い
た
」
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
（
11
（
る
。
紀
州
南
部
で
は
田
辺
や
新
宮
が
熊
野
三
山
の
外
港
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
東
海
以
東
の
太
平
洋
沿
岸
諸
国
に
は
熊
野
山
領
が
あ
り
、
そ
の
年
貢
は
海
路
新
宮
津
へ
と
運
ば
れ
た
と
い
（
11
（
う
。
　
第
二
の
特
徴
は
、
河
川
交
通
と
海
上
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
港
津
の
役
割
で
あ
る
。
紀
伊
湊
は
高
野
山
へ
の
運
上
米
を
積
み
替
え
る
場
で
あ
っ
た
が
、
梶
取
や
水
手
集
団
は
荘
園
か
ら
紀
伊
湊
ま
で
の
海
上
輸
送
に
携
わ
る
者
と
、
高
野
山
ま
で
紀
ノ
川
を
遡
上
さ
せ
る
河
川
輸
送
に
携
わ
る
者
と
で
役
割
を
異
に
し
て
い
た
と
綿
貫
氏
は
指
摘
し
て
い
（
11
（
る
。
と
こ
ろ
で
、
紀
州
南
部
で
は
熊
野
水
軍
と
呼
ば
れ
る
武
士
団
が
割
拠
し
た
が
、
そ
の
支
配
領
域
は
河
川
を
基
軸
に
河
川
流
域
（
お
よ
び
山
間
部
）
と
河
口
部
（
お
よ
び
海
辺
部
）
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
急
峻
な
丘
陵
が
海
浜
に
迫
り
、
広
い
平
野
部
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
地
理
的
環
境
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
条
件
が
交
通
の
結
節
点
と
な
っ
た
海
辺
部
の
地
域
社
会
に
お
け
る
重
要
性
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
（
1（
（
う
。
　
紀
州
の
海
辺
部
に
は
古
代
よ
り
操
船
技
術
に
長
け
た
集
団
が
居
住
し
て
い
た
と
考
142
り
、
漁
獲
物
を
北
・
南
の
沙
汰
人
が
一
喉
（
一
匹
の
こ
と
）
ず
つ
収
得
す
る
と
い
う
儀
礼
的
漁
撈
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
11
（
る
。
③
の
「
旅
網
」
は
伊
藤
正
敏
氏
の
論
証
に
従
い
、
他
浦
へ
出
漁
し
た
漁
民
へ
の
賦
課
と
解
釈
し
て
お
き
た
（
11
（
い
。
①
と
③
で
は
い
ず
れ
も
十
分
の
一
税
が
課
さ
れ
、
収
取
物
は
政
所
が
半
分
、
残
り
の
半
分
を
刀
禰
公
文
と
両
沙
汰
人
に
配
分
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
漁
獲
に
関
す
る
課
税
に
は
四
月
に
公
事
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
網
銭
、
在
家
別
に
賦
課
さ
れ
る
布
海
苔
一
帖
と
在
家
銭
十
文
の
負
担
な
ど
が
み
ら
れ
（
11
（
た
。
　
海
上
の
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
名
草
郡
毛
見
郷
へ
の
違
乱
停
止
を
命
じ
た
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
十
二
月
十
八
日
の
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
写
が
『
紀
伊
続
風
土
記
』
古
文
書
之
部
に
収
録
さ
れ
て
い
（
11
（
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
毛
見
郷
は
守
護
不
入
の
地
で
諸
公
事
免
除
で
あ
っ
た
が
、
近
日
に
な
っ
て
「
海
上
漁
捕
」
に
つ
い
て
違
乱
に
及
ぶ
者
が
あ
っ
た
と
の
訴
え
に
対
し
て
、
幕
府
は
違
乱
の
停
止
を
命
じ
、
日
前
宮
社
家
の
支
配
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
い
る
。
毛
見
郷
の
紛
争
相
手
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
複
数
の
郷
と
海
域
（
漁
業
権
が
及
ぶ
範
囲
）
を
接
し
て
い
た
こ
と
は
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
九
月
二
十
五
日
の
日
前
・
国
懸
宮
四
方
指
（
11
（
写
の
記
載
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
嘉
禎
元
年
に
日
前
宮
の
遷
宮
が
行
わ
れ
た
と
き
の
四
面
四
至
（
日
前
宮
領
の
領
域
）
を
、
同
四
年
に
糺
定
し
た
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
毛
見
郷
の
海
堺
を
示
す
表
記
を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。南
…
…
…
…
…
神
領 
毛
見
郷
海
／
他
領 
冷
水
郷
、
塩
津
庄
海
坤
（
南
西
）
…
神
領 
毛
見
郷
海
、
担
子
洲
於
当
東
小
嶋
、
甲
崎
於
当
東
方
堺
　
／
他
領 
大
崎
海
、
雑
賀
庄
海
　
あ
わ
せ
て
、
毛
見
郷
と
同
じ
く
日
前
宮
の
浦
役
を
勤
め
た
船
尾
郷
の
海
堺
も
示
し
て
お
こ
う
。
　
　
巽
（
南
東
）
…
神
領 
舟
尾
郷
、
海
担
子
洲
／
他
領 
冷
水
郷
、
海
之
沖
洲
　
つ
ま
り
、
毛
見
郷
の
海
域
は
冷
水
郷
・
塩
津
荘
・
大
崎
・
雑
賀
荘
の
海
域
と
、
船
尾
郷
の
海
域
は
冷
水
郷
の
海
域
と
境
界
を
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
加
子
米
究
有
」
と
あ
っ
（
11
（
て
、「
清
水
ノ
浦
」（
冷
水
浦
、「
加
子
米
究
帳
」［
（0
］
の
清
水
に
つ
な
が
る
）
が
中
国
地
方
と
も
海
上
交
通
で
結
ば
れ
た
湊
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
綿
貫
氏
の
指
摘
以
外
で
目
を
向
け
て
お
き
た
い
の
が
、「
清
水
ノ
東
ノ
浦
」
よ
り
大
船
と
水
主
が
徴
発
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
名
方
に
協
力
し
た
罪
は
「
清
水
三
浦
ノ
者
共
」
の
親
類
妻
子
全
体
に
及
ぶ
と
い
う
認
識
で
あ
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
「
冷
水
浦
」
の
項
は
「
村
居
三
ツ
に
わ
か
れ
て
東
の
浦
中
の
浦
西
の
浦
此
を
冷
水
三
浦
と
い
ふ
」
と
記
す
（
11
（
が
、『
明
徳
記
』
が
成
立
し
た
十
四
世
紀
末
に
は
冷
水
浦
が
三
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
集
落
を
統
合
す
る
惣
的
な
結
合
も
芽
生
え
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
（
2
）
漁
撈
　
中
世
の
紀
州
で
漁
撈
に
関
す
る
史
料
が
最
も
豊
富
な
の
が
賀
太
荘
で
あ
る
。
賀
太
荘
の
刀
禰
公
文
職
を
勤
め
た
向
井
家
の
中
世
文
書
に
は
、
漁
獲
に
対
す
る
徴
税
史
料
な
ど
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
年
紀
が
古
い
の
が
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
の
賀
太
浦
肴
配
分
（
11
（
状
で
あ
る
。
小
山
靖
憲
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は
筆
致
・
書
式
か
ら
み
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
中
世
後
期
の
漁
撈
の
実
態
は
示
し
て
い
よ
（
11
（
う
。
こ
の
肴
配
分
状
で
は
、
①
「
釣
船
」
と
「
サ
ハ
ラ
・
サ
コ
シ
・
シ
ヒ
コ
・
ハ
マ
チ
網
」、
②
「
五
月
上
リ
エ
ヒ
」
と
「
十
月
ハ
ラ
白
」、
③
「
旅
網
」
の
三
項
目
に
分
け
て
漁
獲
に
対
す
る
収
取
配
分
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
ず
漁
法
に
注
目
す
る
と
、「
釣
船
」
は
一
本
釣
で
は
な
く
延
縄
釣
の
可
能
性
が
あ
（
11
（
る
。
①
の
網
は
鰆
（
サ
ワ
ラ
）・
青
箭
魚
（
サ
ワ
ラ
の
小
さ
い
も
の
）・
鮪
（
マ
グ
（
11
（
ロ
）・
魬
（
ハ
マ
チ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
漁
獲
対
象
と
す
る
網
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
魚
種
は
回
游
魚
で
、
魚
道
に
あ
わ
せ
た
定
置
網
の
創
出
が
想
定
さ
れ
（
1（
（
る
。
②
の
「
エ
ヒ
」
は
蝦
（
エ
ビ
）、「
ハ
ラ
白
」
は
鰤
（
ブ
リ
）
を
指
す
（
11
（
が
、「
北
南
船
数
一
艘
別
ニ
一
コ（喉
（ン
ツ
ヽ
取
、
此
内
両
沙
汰
人
エ
一
コ
ン
ツ
ヽ
、
残
者
政
所
ヘ
可
上
」
と
あ
る
の
で
、
五
月
に
蝦
、
十
月
に
鰤
を
北
と
南
の
地
区
か
ら
船
を
出
し
て
獲
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論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
雑
賀
塩
を
焼
い
て
諸
国
へ
販
売
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
川
下
流
に
位
置
す
る
三
葛
で
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
塩
年
貢
が
納
め
ら
れ
、
領
家
方
の
塩
竈
が
六
つ
あ
っ
た
事
実
も
指
摘
し
て
お
り
、「
雑
賀
塩
」
へ
と
つ
な
が
る
製
塩
が
十
五
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
（
11
（
る
。
　
塩
竈
の
存
在
は
、
志
摩
国
の
「
ひ
き
も
と
」（
近
世
の
引
本
浦
［
（0
］）
で
も
確
認
で
き
る
。
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
正
月
三
日
、
は
た
の
ひ
さ
す
み
配
分
（
11
（
状
に
は
、
「
つ
も
と
の
か
ま
、
ひ（
　引
　本
　（
き
も
と
の
う
ハ
ち
の
か（竈
（ま
、
げ（下
司
（し
い
ち
ゑ
ん
に
つ
く
と
こ
ろ
、
し
ん
し
や
う
な
り
」
と
あ
り
、
引
本
に
は
木
本
御
厨
の
下
司
が
進
止
す
る
塩
竈
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
製
塩
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
燃
料
材
（
塩
木
）
の
確
保
が
必
須
と
な
る
が
、
塩
木
を
め
ぐ
る
相
論
が
一
四
世
紀
の
初
め
に
賀
太
荘
で
勃
発
し
て
い
る
。
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
正
月
日
の
本
脇
百
姓
等
言
上
状
（
11
（
案
に
よ
る
と
、
賀
太
新
荘
の
本
脇
百
姓
等
は
本
荘
の
百
姓
を
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
① 
新
荘
方
は
、
田
園
狭
少
で
、
塩
釜
で
塩
を
焼
い
て
年
貢
・
公
事
を
負
担
し
、
ま
た
「
土
民
の
活
計
」
と
も
し
て
い
る
。
② 
本
荘
百
姓
は
、
牛
馬
を
ひ
い
て
塩
木
を
運
ぶ
こ
と
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
狼
藉
を
働
き
、
所
持
物
を
奪
い
取
っ
た
。
希
代
の
悪
行
で
あ
る
。
③ 
牛
馬
の
道
路
を
停
止
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
老
人
や
弱
者
の
渡
世
が
絶
た
れ
る
。
④ 
老
少
に
優
し
く
、
牛
馬
を
ひ
い
て
樵
路
（
木
を
伐
り
に
行
く
た
め
の
山
道
）
を
往
復
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
賀
太
山
の
塩
木
の
件
に
つ
い
て
裁
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
先
に
海
辺
部
の
所
領
編
成
の
「
荘
」
の
項
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
脇
は
賀
太
荘
の
本
荘
か
ら
分
立
し
た
新
荘
で
あ
っ
た
が
、
賀
太
荘
の
お
そ
ら
く
入
会
山
を
利
用
し
、
製
塩
業
を
生
業
の
基
盤
と
す
る
村
落
と
し
て
存
立
を
は
か
っ
て
い
た
。
①
の
「
土
民
の
活
計
」
と
い
う
表
現
は
「
住
民
の
な
り
わ
い
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
森
林
資
源
の
枯
渇
か
、
牛
馬
の
不
足
か
、
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
本
荘
百
姓
か
ら
妨
害
が
加
え
ら
れ
、
牛
馬
に
塩
木
を
担
わ
せ
て
運
ぶ
山
道
の
利
帳
」
の
近
世
浦
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
湊
浦
［
（
］・
岡
町
［
（
］・
雑
賀
浦
［
（
］、
毛
見
舟
尾
［
（
］、
清
水
［
（0
］、
塩
津
浦
［
（（
］、
大
崎
浦
［
（（
］
が
、
中
世
漁
村
の
系
譜
を
引
き
継
い
だ
浦
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
な
お
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
五
月
日
の
飛
鳥
井
殿
下
向
之
儀
式
（
11
（
写
に
よ
る
と
、
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
）
は
同
年
五
月
六
日
の
玉
津
島
社
参
詣
に
際
し
、
紀
三
井
寺
・
毛
見
郷
・
船
尾
郷
か
ら
出
さ
れ
た
舟
数
十
艘
で
漕
ぎ
渡
り
、
玉
津
島
・
和
歌
之
天
神
を
参
詣
し
た
後
、
ま
た
舟
に
乗
っ
て
布
引
に
着
き
、
毛
見
の
浦
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
の
毛
見
で
飛
鳥
井
氏
は
、
御
前
の
海
に
て
網
を
曳
き
魚
を
と
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
、
包
丁
に
よ
る
魚
料
理
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
毛
見
郷
の
漁
民
に
と
っ
て
の
晴
れ
舞
台
と
も
い
う
べ
き
一
齣
で
あ
（
11
（
る
。
（
3
）
製
塩
　
日
高
郡
の
北
南
塩
屋
浦
［
（（
］
の
地
名
由
来
を
『
紀
伊
続
風
土
記
』「
北
塩
屋
浦
」
の
項
は
、「
旧
は
南
塩
屋
浦
と
一
村
な
ら
む
。
塩
屋
は
古
は
塩
を
焼
き
し
所
な
り
。
後
世
日
高
川
海
口
変
遷
し
て
其
事
絶
え
た
り
と
見
ゆ
」
と
記
し
て
い
（
11
（
る
。
塩
屋
の
地
名
は
か
つ
て
塩
焼
き
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
日
高
川
河
口
部
の
地
形
環
境
変
遷
に
よ
り
製
塩
は
途
絶
え
た
と
い
う
。
塩
屋
で
潮
汲
み
の
男
が
働
く
光
景
は
、
室
町
時
代
の
絵
巻
で
あ
る
「
道
成
寺
縁
起
」（
道
成
寺
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
（
1（
（
が
、
塩
屋
の
製
塩
に
つ
い
て
記
し
た
中
世
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。
　
中
世
末
期
に
成
立
し
た
「
紀
三
井
寺
参
詣
曼
荼
羅
」（
紀
三
井
寺
蔵
）
に
も
紀
三
井
寺
の
前
の
浜
で
塩
を
焼
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
11
（
が
、
紀
三
井
寺
が
位
置
す
る
和
歌
川
河
口
一
帯
で
と
れ
る
塩
は
実
際
、「
雑
賀
塩
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
っ
た
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
の
序
が
あ
る
『
毛
吹
草
』
は
各
国
の
名
産
品
を
列
挙
す
る
が
、
塩
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
播
磨
の
「
阿
古
塩
」
と
筑
前
の
「
名
浜
塩
」、
そ
し
て
紀
伊
の
「
雑
賀
塩
」
だ
け
で
あ
（
11
（
る
。
矢
田
俊
文
氏
は
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
成
立
し
た
『
堺
鑑
』
と
い
う
地
誌
の
「
湊
壺
塩
」
の
項
に
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）、
堺
の
湊
村
に
来
住
し
た
壺
塩
屋
藤
太
郎
が
、
紀
州
の
144
て
い
た
が
、
禅
林
寺
よ
り
旧
寺
領
で
あ
っ
た
の
で
開
く
よ
う
要
請
が
あ
り
、
新
開
田
と
し
て
禅
林
寺
に
寄
進
す
る
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　「
塩
入
」
と
似
た
言
葉
に
「
塩
地
」
が
あ
る
。「
塩
入
」
に
よ
る
不
作
は
、
海
岸
部
の
自
然
現
象
（
潮
風
や
高
波
な
ど
）
に
よ
る
塩
害
（
土
壌
中
の
塩
分
濃
度
が
高
ま
る
こ
と
で
生
じ
る
作
物
の
生
育
障
害
）
が
想
定
さ
れ
る
が
、「
塩
地
」
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
か
。
坂
本
亮
太
氏
は
、
日
前
宮
領
内
で
独
自
に
所
領
を
形
成
し
た
報
恩
寺
の
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
内
検
帳
に
見
え
る
「
塩
地
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
次
の
四
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
① 「
堤
築
酒
直
ニ
下
行
」
分
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
築
堤
に
よ
る
開
発
を
行
っ
た
（
そ
の
際
に
酒
を
下
行
し
た
）
地
が
「
塩
地
」
と
考
え
ら
れ
る
。
② 「
塩
地
」
が
あ
る
内
原
・
毛
見
・
和
太
・
田
尻
郷
は
い
ず
れ
も
紀
三
井
寺
周
辺
で
、
日
前
宮
領
の
南
西
端
の
海
浜
部
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
築
堤
に
よ
り
開
発
し
た
も
の
の
、「
塩
地
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
③ 
こ
れ
ら
「
塩
地
」
が
あ
る
郷
に
集
中
的
に
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
塩
地
」
の
開
発
に
よ
り
日
前
宮
領
の
名
に
結
ば
れ
た
地
が
、
の
ち
に
報
恩
寺
領
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
④ 「
塩
地
」
に
は
容
量
の
大
き
な
「
塩
地
枡
」
が
使
用
さ
れ
た
が
、「
塩
地
」
の
斗
代
は
一
～
二
斗
と
低
斗
代
で
あ
る
。
高
斗
代
＝
小
枡
、
低
斗
代
＝
大
枡
と
な
っ
て
お
り
、
負
担
の
均
質
化
が
は
か
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
（
11
（
る
。
　
坂
本
氏
は
、
海
辺
部
の
築
堤
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
土
地
を
「
塩
地
」
と
考
え
て
い
て
、
異
論
は
な
い
が
、
そ
う
す
れ
ば
「
塩
地
」
は
潮
止
め
堤
防
を
築
造
し
て
つ
く
ら
れ
た
干
拓
地
と
い
う
解
釈
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
11
（
か
。「
塩
地
」
の
開
発
に
よ
り
日
前
宮
領
の
名
に
結
ば
れ
た
地
が
報
恩
寺
領
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
③
で
示
さ
れ
た
展
開
は
、
長
年
放
置
さ
れ
荒
野
と
な
っ
た
井
松
原
の
「
塩
入
」
と
は
逆
の
能
動
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
海
辺
部
で
耕
地
を
開
発
し
て
い
く
た
め
に
は
困
難
が
と
も
な
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
耕
地
開
発
と
い
う
選
択
肢
が
と
ら
れ
た
用
が
停
止
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
牛
馬
使
用
復
活
の
主
張
根
拠
と
し
て
、
こ
の
言
上
状
で
は
「
筋
力
衰
昧
之
老
翁
者
、
不
堪
荷
担
、
而
倚
年
齢
微
弱
之
小
童
者
、
灼
身
戴
屓
而
吒
馬
者
也
」
と
、
老
人
と
子
ど
も
の
労
働
条
件
を
挙
げ
て
い
る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
製
塩
の
村
と
し
て
の
自
立
の
道
は
、
家
族
労
働
の
燃
焼
を
前
提
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
4
）
耕
地
開
発
　
海
辺
部
で
は
耕
地
の
開
発
も
進
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
賀
太
荘
で
は
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
六
月
八
日
に
預
所
が
伽
陁
寺
に
寄
進
し
た
田
地
は
「
塩
浜
旧
跡
」
で
あ
っ
（
11
（
た
。
蔵
持
重
裕
氏
は
、
他
の
寄
進
状
に
登
場
す
る
「
浜
成
」
も
浜
地
の
開
発
地
と
推
定
し
て
い
（
11
（
る
。
　
と
す
れ
ば
、
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
正
月
日
の
三
上
荘
大
野
郷
御
年
貢
（
11
（
帳
の
「
鳥
居
村
分
」
に
記
載
さ
れ
た
「
公
田
一
反
六
十
歩
内
六
十
歩
出
、
本
持
宗
作
カ（
　梶
　取
　（
チ
ト
リ
免
ハ
マ
田
今
ハ
四
郎
大
郎
」（
作
人
は
季
光
）
や
、「
番
頭
雑
免
二
反
小
内
半
出
、
ハ
マ
田
此
内
大
ハ
番
頭
給
」（
作
人
は
左
衛
門
大
郎
）
に
見
え
る
「
ハ
マ
田
」
も
浜
地
で
造
成
さ
れ
た
田
地
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
鳥
居
村
は
「
加
子
米
究
帳
」
の
［
（0
］
鳥
居
・
藤
白
・
清
水
の
前
身
に
あ
た
り
、
中
世
は
冷
水
も
藤
白
も
鳥
居
村
に
属
し
た
。
前
者
の
「
ハ
マ
田
」
は
梶
取
（
船
頭
）
に
与
え
ら
れ
た
免
田
で
あ
り
、
浜
地
の
開
発
者
と
梶
取
と
の
重
な
り
を
示
唆
す
る
。
　
こ
う
し
た
海
岸
付
近
で
の
開
発
耕
地
は
、
不
安
定
な
状
態
が
続
く
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
禅
林
寺
（
現
海
南
市
）
の
田
地
を
守
護
に
注
進
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
応
永
七
年
五
月
日
の
田
地
注
進
状
（
11
（
案
の
本
文
末
尾
に
は
、
「
此
外
塩
入
三
反
、
不
作
、
井
松
原
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
。「
井
松
原
」
は
現
在
日
方
（
近
世
の
日
方
浦
［
（
］）
に
あ
る
小
字
だ
が
、
こ
の
当
時
は
「
塩
入
」
の
た
め
に
不
作
、
つ
ま
り
耕
作
し
な
い
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
後
の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
三
月
十
八
日
、
熊
野
山
道
盛
田
地
寄
進
（
1（
（
状
に
よ
る
と
、
「
本
大
野
郷
井
松
原
外
新
開
」
の
田
壱
所
は
、「
塩
入
」
の
た
め
久
し
く
荒
野
と
な
っ
145
論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
（
（
）
山
本
賢
司
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
紀
伊
水
道
沿
岸
の
湊
・
浦
と
海
上
交
通
―
紀
の
湊
を
中
心
と
し
て
―
」（『
和
歌
山
地
理
』
一
八
、
一
九
九
八
年
）。
（
（
）
本
報
告
書
所
収
。
（
（
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
（0
和
歌
山
県
（
一
九
八
五
年
、
角
川
書
店
）、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
（（
三
重
県
（
一
九
八
三
年
、
角
川
書
店
）。
な
お
、
近
世
紀
州
の
浦
々
の
一
部
に
は
中
世
に
お
い
て
志
摩
国
で
あ
っ
た
浦
も
含
ま
れ
る
が
、
検
討
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
（
（0
）
新
谷
和
之
「
紀
伊
の
港
津
と
権
力
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
（0
和
歌
山
県
の
「〔
近
世
〕
加
太
浦
」
を
参
照
。
（
（（
）
蔵
持
重
裕
「
海
浜
の
荘
園
」（
藤
木
久
志
・
荒
野
泰
典
編
著
『
荘
園
と
村
を
歩
く
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（
）
山
本
論
文
を
参
照
。
（
（（
）
年
未
詳
六
月
十
三
日
、
馬
場
通
定
書
状
（『
和
歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
、
湯
河
家
文
書
（
東
京
都
）
一
九
号
、
以
下
『
和
歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
は
『
県
史
』
中
世
二
と
略
称
す
る
）
に
「
い（
印
南
（
な
ミ
六
ケ
村
」
と
見
え
る
。
（
（（
）『
紀
伊
續
風
土
記
』
第
二
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）「
印
南
荘
」。
以
下
『
紀
伊
續
風
土
記
』
は
『
続
風
土
記
』
と
略
称
す
る
。
（
（（
）『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
（
（
中
）（
三
重
県
、
二
〇
一
八
年
）
来
田
文
書
三
〇
五
号
。
（
（（
）
中
西
常
知
道
者
売
券
を
分
析
し
た
千
枝
大
志
氏
は
、「
い
か
る
川
」
を
斑
鳩
王
子
が
鎮
座
す
る
斑
鳩
に
比
定
し
て
い
る
（
千
枝
「
三
重
県
総
合
博
物
館
所
蔵
『
谷
家
文
書
』
所
収
の
伊
勢
御
師
道
者
売
券
に
つ
い
て
―
中
世
紀
州
の
宗
教
的
（
熊
野
・
高
野
山
・
真
宗
）
特
質
と
伊
勢
御
師
の
活
動
―
」（『
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
）。
前
掲
、
注
（
（（
）
書
の
「
光
川
村
」
の
項
に
は
、
こ
の
村
に
「
い
か
る
か
王
子
」
に
あ
た
る
富
王
子
社
が
鎮
座
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
い
か
る
川
」
は
近
世
の
「
光
川
村
」
に
比
定
で
き
る
。
（
（（
）
高
橋
修
『
信
仰
の
中
世
武
士
団
―
湯
浅
一
族
と
明
恵
―
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
第
一
章
「
湯
浅
荘
に
お
け
る
「
町
場
」
の
成
立
と
湯
浅
氏
の
石
崎
屋
敷
」。
の
は
な
ぜ
か
。
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
お
わ
り
に
　
長
大
な
海
岸
線
を
有
し
、
全
体
的
に
山
が
ち
で
大
き
な
平
野
が
形
成
さ
れ
な
い
紀
州
で
は
、
海
辺
部
が
も
つ
重
要
性
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
こ
の
海
辺
部
の
中
核
的
な
港
津
を
取
り
込
ん
だ
政
治
・
経
済
の
拠
点
が
構
築
さ
れ
、
海
辺
部
集
落
が
広
域
行
政
下
の
浦
方
と
し
て
確
立
す
る
の
が
十
七
世
紀
で
あ
っ
（
11
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
世
に
お
い
て
も
海
辺
部
の
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
近
世
浦
方
以
前
の
海
辺
部
の
様
相
を
一
つ
の
像
に
結
ぶ
こ
と
は
困
難
さ
を
と
も
な
う
。
そ
う
し
た
な
か
、
港
津
や
海
上
交
通
の
実
態
、
あ
る
い
は
武
家
の
拠
点
形
成
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
近
年
急
速
に
進
ん
で
き
た
が
、
海
辺
部
住
民
の
生
業
や
社
会
・
生
活
環
境
に
目
を
向
け
た
研
究
は
い
ま
だ
低
調
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
事
例
や
史
料
に
基
づ
く
研
究
が
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
擱
筆
し
た
い
。
注
（
（
）
拙
稿
「
浦
・
浜
」（『
日
本
歴
史
大
事
典
』
（
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
（
（
）
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
第
二
部
第
二
章
「
若
狭
の
海
民
」、
海
老
澤
衷
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
補
論
（
「
荘
園
公
領
制
に
お
け
る
浦
―
若
狭
国
の
場
合
―
」
が
、
中
世
に
お
け
る
若
狭
国
の
「
浦
」
を
一
国
規
模
で
位
置
づ
け
て
い
る
。
（
（
）
笠
原
正
夫
『
近
世
漁
村
の
史
的
研
究
―
紀
州
の
漁
村
を
素
材
と
し
て
―
』（
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
）
第
一
章
第
一
節
「
浦
方
制
度
の
成
立
」。
（
（
）
前
注
、
笠
原
論
文
を
参
照
。
（
（
）『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
五
（
和
歌
山
県
、
一
九
八
四
年
）
所
収
、
御
坊
市
栗
本
ち
ゑ
氏
所
蔵
文
書
。
（
（
）
前
掲
、
注
（
（
）
笠
原
著
書
、
三
四
頁
。
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（
（（
）
永
仁
六
年
九
月
十
日
、
沙
弥
西
仏
水
田
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
歓
喜
寺
文
書
（
金
屋
町
）
五
号
）
ほ
か
。
（
（（
）
寛
喜
三
年
四
月
十
七
日
、
湯
浅
景
基
寺
敷
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施
無
畏
寺
文
書
一
号
）
ほ
か
。
（
（（
）
嘉
禄
弐
年
八
月
十
一
日
、
紀
良
孝
等
連
署
田
地
売
渡
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施
無
畏
寺
文
書
五
号
）。
（
（（
）
永
徳
元
年
四
月
廿
五
日
、
良
秀
田
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施
無
畏
寺
文
書
二
四
号
）。
（
（0
）
高
橋
修
『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
Ⅰ
部
第
一
章
「
湯
浅
党
の
構
成
」、
二
三
頁
。
（
（（
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）
一
七
七
号
。
（
（（
）
前
注
書
、
一
七
八
号
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（0
）
新
谷
論
文
、
綿
貫
友
子
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
の
物
流
と
交
流
」（
前
掲
、
注
（
（0
）
中
世
都
市
研
究
会
編
書
所
収
）。
中
世
紀
州
の
港
津
と
武
家
の
拠
点
形
成
に
関
す
る
研
究
文
献
に
つ
い
て
は
、
新
谷
論
文
の
参
考
文
献
一
覧
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）
網
野
善
彦
「
太
平
洋
の
海
上
交
通
と
紀
伊
半
島
」（
海
と
列
島
文
化
第
（
巻
『
伊
勢
と
熊
野
の
海
』
小
学
館
、
一
九
九
二
年
）。
後
に
同
『
日
本
社
会
再
考
―
海
民
と
列
島
文
化
―
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
に
収
録
。
（
（（
）
矢
田
俊
文
「
明
応
七
年
紀
州
に
お
け
る
地
震
津
波
と
和
田
浦
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
二
一
号
、
一
九
九
一
年
）。
後
に
同
『
日
本
中
世
戦
国
期
の
地
域
と
民
衆
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
「
明
応
地
震
と
港
湾
都
市
―
紀
伊
国
和
田
浦
―
」
と
改
題
し
て
収
録
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
綿
貫
論
文
、
三
八
一
頁
。
（
（（
）
綿
貫
友
子
「
紀
伊
国
に
お
け
る
中
世
海
運
―
中
世
海
運
に
お
け
る
紀
伊
半
島
の
位
置
付
け
を
探
る
た
め
に
―
」（『
歴
史
科
学
』
一
六
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
一
六
頁
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（
）
山
本
論
文
、
二
五
頁
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
綿
貫
論
文
。
（
（0
）
前
掲
、
注
（
（（
）
綿
貫
論
文
。
（
（（
）
坂
本
亮
太
「
総
論 
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
―
熊
野
の
海
域
史
・
序
論
―
」（
本
報
告
書
所
収
）
を
参
照
。
（
（（
）『
続
風
土
記
』
第
一
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）「
椒
里
村
」・「
椒
濱
村
」。
（
（0
）
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
頃
の
宣
陽
門
院
所
領
目
録
（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
　
第
五
巻
、
三
二
七
四
号
、
島
田
文
書
）
に
「
新
御
領
〈
自
上
西
門
院
被
進
之
〉」
の
一
つ
と
し
て
「
紀
伊
国
東
桝
庄
」
が
見
え
る
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
書
、
五
五
五
頁
。
（
（（
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
四
ノ
一
（
石
清
水
文
書
之
一
）
一
二
二
号
。
（
（（
）
勝
山
清
次
「
御
園
」（『
日
本
歴
史
大
事
典
』
（
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
（
（（
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
四
ノ
六
（
石
清
水
文
書
之
六
）
三
三
〇
号
。
（
（（
）
勝
浦
令
子
「
御
厨
」（
前
掲
、
注
（
（（
）
書
）
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
（（
三
重
県
の
「〔
中
世
〕
須
賀
利
御
厨
」
と
「〔
中
世
〕
錦
御
厨
」
を
参
照
。
（
（（
）
川
端
泰
幸
「
紀
伊
国
の
郷
―
名
草
郡
日
前
宮
領
を
中
心
に
―
」（
大
山
喬
平
・
三
枝
暁
子
編
『
古
代
・
中
世
の
地
域
社
会
―
「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」
の
可
能
性
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。
（
（（
）
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
の
年
紀
の
あ
る
『
日
前
宮
文
書
太
神
宮
神
事
記
』『
日
前
宮
年
中
神
事
記
』
を
「
応
永
六
年
神
事
記
」
と
記
す
。
本
神
事
記
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
信
明
「
日
前
・
国
懸
宮
の
応
永
六
年
神
事
記
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）
の
翻
刻
を
用
い
た
。
（
（（
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
三
九
号
。
（
（0
）
貞
和
二
年
十
月
廿
七
日
、
足
利
直
義
下
知
状
案
（『
仁
和
寺
史
料
』
古
文
書
編
一
、
七
八
号
）
に
よ
る
。
（
（（
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
一
ノ
四
（
高
野
山
文
書
之
四
）
一
六
八
号
。
（
（（
）
貞
治
元
年
十
一
月
廿
五
日
、
沙
弥
道
智
譲
状
写
（『
県
史
』
中
世
二
、
御
前
家
文
書
六
号
）。
（
（（
）
史
料
纂
集
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
一
、
二
二
号
（
米
良
文
書
）。
（
（（
）
史
料
纂
集
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
、
九
二
四
号
（
米
良
文
書
）。
（
（（
）
な
お
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
八
月
吉
日
、
棟
札
（
日
置 
日
出
神
社
旧
蔵
、
『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編
、
日
置
川
町
、
二
〇
〇
五
年
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
四
（
一
）
棟
札
銘
一
号
）
に
よ
る
と
、
日
置
の
出
月
宮
造
営
に
際
し
里
之
浦
の
住
人
と
見
ら
れ
る
「
さ
と
の
う
ら
四
郎
へ
も
ん
殿
」
が
二
〇
〇
文
を
奉
加
し
て
い
る
。
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論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
り
上
げ
、
飛
鳥
井
雅
親
の
遊
行
ル
ー
ト
を
復
原
し
て
い
る
（
海
津
「
紀
北
の
荘
園
世
界
」、
藤
本
清
二
郎
・
山
陰
加
春
夫
編
『
和
歌
山
・
高
野
山
と
紀
ノ
川
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
所
収
）。
（
（0
）
前
掲
、
注
（
（（
）
書
、
五
五
六
頁
。
（
（（
）
続
日
本
の
絵
巻
（（
『
桑
実
寺
縁
起 
道
成
寺
縁
起
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。
（
（（
）『
和
歌
山
県
史
』
中
世
（
和
歌
山
県
、
一
九
九
四
年
）
の
五
七
一
頁
に
、「
紀
三
井
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
に
描
か
れ
た
塩
焼
の
場
面
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
三
年
）
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
書
、
第
三
章
第
一
節
「
戦
国
の
動
乱
」（
矢
田
俊
文
執
筆
）。
矢
田
氏
は
、『
毛
吹
草
』
に
見
え
る
「
雑
賀
塩
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
三
葛
の
塩
年
貢
・
塩
竈
に
関
す
る
史
料
は
、
前
掲
注
（
（（
）
報
告
書
、
第
（
章
、
二
、
神
前
家
文
書
の
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
文
明
七
年
十
月
五
日
、
領
家
政
所
貞
知
下
知
状
写
）。
（
（（
）
前
掲
注
（
（（
）
書
、
附
録
、
三
四
六
頁
（
古
本
村
庄
司
氏
蔵
文
書
）。
（
（（
）『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家
文
書
二
〇
号
。
こ
の
文
書
は
、
前
掲
、
注
（
（（
）
蔵
持
論
文
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
正
和
二
年
六
月
八
日
、
預
所
大
江
某
田
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家
文
書
一
九
号
）。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
蔵
持
論
文
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
史
料
。
（
（0
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
四
二
号
。
（
（（
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
五
三
号
。
（
（（
）
坂
本
亮
太
「
報
恩
寺
と
日
前
宮
―
「
至
徳
三
年
報
恩
寺
領
内
検
帳
」
の
枡
・
付
加
税
か
ら
み
る
―
」（
前
掲
、
注
（
（（
）
報
告
書
所
収
）。
（
（（
）
周
知
の
よ
う
に
、
日
前
宮
は
早
く
十
二
世
紀
初
頭
に
、
和
田
川
・
亀
川
に
海
水
が
逆
流
す
る
の
で
、「
塩
洲
」
を
防
ぐ
た
め
四
十
余
町
の
築
堤
を
し
て
、
干
拓
開
発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
（
大
治
弐
年
捌
月
拾
柒
日
、
紀
伊
国
在
庁
官
人
等
解
案
、『
平
安
遺
文
』
古
文
書
編
第
一
一
巻
、
補
三
〇
二
号
、
林
峯
之
進
氏
所
蔵
文
書
）。
黒
田
日
出
男
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
四
年
）
五
八
頁
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（0
）
新
谷
論
文
を
参
照
。
（
（（
）『
群
書
類
従
』（
第
二
十
輯
合
戦
部
）
所
収
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
綿
貫
論
文
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
綿
貫
論
文
。
康
永
三
年
二
月
四
日
、
足
利
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
編
第
二
巻
、
一
九
八
七
号
、
薩
摩
新
田
神
社
文
書
）
に
よ
る
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
書
、
三
〇
六
頁
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
書
、
四
二
七
頁
。
（
（（
）『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家
文
書
二
号
。
（
（（
）『
和
歌
山
市
史
』
第
一
巻
自
然
・
原
始
・
古
代
・
中
世
（
和
歌
山
市
、
一
九
九
一
年
）
中
世
編
第
二
章
第
三
節
「
荘
園
制
の
変
貌
と
惣
村
」（
小
山
靖
憲
執
筆
）。
（
（（
）
前
注
、
小
山
論
文
を
参
照
。
（
（0
）
澁
澤
敬
三
『
日
本
魚
名
集
覧
』
第
一
部
（
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
に
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
シ
ビ
コ
は
紀
州
田
辺
や
和
深
（
い
ず
れ
も
和
歌
山
県
）
で
マ
グ
ロ
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
（
（（
）
拙
著
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
第
二
章
「
水
面
領
有
の
中
世
的
展
開
―
網
場
漁
業
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（0
）
澁
澤
著
書
に
よ
れ
ば
、
ハ
ラ
ジ
ロ
は
紀
州
で
ブ
リ
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
（
（（
）
賀
太
村
を
北
村
・
南
村
に
分
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
敏
氏
が
同
著
『
中
世
後
期
の
村
落
―
紀
伊
国
賀
太
荘
の
場
合
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
七
二
頁
で
言
及
し
て
い
る
。
（
（（
）
前
注
、
伊
藤
著
書
、
一
四
頁
を
参
照
。
（
（（
）
前
掲
、
注
（
（（
）
小
山
論
文
と
前
掲
、
注
（
（（
）
伊
藤
著
書
を
参
照
。
（
（（
）『
続
風
土
記
』
第
三
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）
附
録
、
五
九
頁
。
（
（（
）『
和
歌
山
市
史
』
第
四
巻
古
代
・
中
世
史
料
（
和
歌
山
市
、
一
九
七
七
年
）
五
鎌
倉
時
代
、
六
八
号
。
（
（（
）『
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
荘
園
遺
跡
の
復
元
研
究
―
中
世
日
前
宮
領
の
研
究
―
』
（
平
成
一
五
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
海
津
一
朗
、
二
〇
〇
六
年
）
第
（
章
史
料
編
採
録
文
書
、
一
、
日
前
宮
文
書
、
四
一
号
。
（
（（
）
海
津
一
朗
氏
は
、
飛
鳥
井
殿
下
向
之
儀
式
写
に
記
録
さ
れ
た
内
容
を
詳
細
に
取
148
〔
附
記
〕
本
稿
の
作
成
に
際
し
、
坂
本
亮
太
氏
と
白
石
博
則
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―
